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避難所における新型コロナウイルス感染症への対策について 

 

 災害が発生した際の避難所における新型コロナウイルス感染症への対策としまして、６月１

日の総務常任委員会以降に検討・実施いたしました対策につきましては、以下のとおりです。 

 

１ 避難所運営についての基本的な考え方 

（１）発熱等の症状のある方の避難所として、発熱者等用避難所を設置。 

（２）避難所で必要となる簡易間仕切り、簡易ベッド、簡易トイレ等の配備。 

（３）避難所で発熱等の症状が出た場合は、発熱者等用避難所への移動、簡易間仕切り等によ

る専用スペースを確保。 

 

２ これまでの取組 

（１）市民への周知・啓発 

７月１日号の市政だより、市ホームページ、各町内会・自治会へのチラシの送付により

周知・啓発を実施。 

①ハザードマップ等による災害リスクの確認 

 ・浸水想定区域 ・土砂災害（特別）警戒区域 

②避難方法の確認 

  ・在宅避難 ・安全な親戚宅・知人宅への避難 ・避難所への避難 

③非常持ち出し品の準備 

（２）避難所運営における新型コロナウイルス感染症対策マニュアルの作成 

 ①地区班職員の感染予防対策 

 ②避難者のための感染予防対策 

  ・避難所の消毒・換気等基本的対策の実施 

  ・避難者の受付時の健康チェック、名簿及び問診票の作成 

  ・ソーシャルディスタンスの確保 

③避難所のレイアウト、掲示物等の例示 

（３）避難所用備品の購入 

 ①非接触体温計 ②簡易間仕切り ③簡易トイレ ④簡易ベッド 

 

３ 今後の対応について 

  避難所における発熱者等の隔離及び更なる飛沫感染の防止のために防災用テントの配備を 

検討。 
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１ はじめに 

   

地区班員は、避難所の運営に際し、本マニュアルに基づき、避難所の感染予防

対策に取組むものとする。 

 

 

２ 感染防止に対する基本的な考え方 

   

避難所は、十分な感染予防対策を講じないと、容易に集団感染が発生する恐れ

のある場所であるとの認識のもと、地区班員は、自らと避難者への感染拡大を防

止するため、細心の注意を払い業務に従事するものとする。 

  特に密集、密接、密閉のいわゆる「３密」の場所では、感染拡大リスクが高く

なるものと考えられることから、「３密」の回避を徹底するとともに、積極的な

消毒作業を実施する。 

 

 

３ 地区班員の感染予防対策 

  

  ① 体温計測と呼吸器症状の有無を確認したうえで、業務に従事すること。  

万一、発熱等の症状がある場合は、地区班班長に申出て業務を辞退すること。 

  ② 一般的な感染予防対策（咳エチケット、マスク着用、手洗い・手指の消毒

等）を徹底して実施すること。 

  ③ 普段から「新しい生活様式」の実践に努めること。 

  ④ 清掃・消毒作業を行うときは、プラスチック手袋を着用すること。 

  ⑤ 業務に従事する間は、体調チェック表の記録を実施すること。 

 

 

４ 避難者のための感染予防対策 

  

（１） 避難者の到着まで 

  ① 消毒液を避難所入口付近に設置する。 

  ② 避難所の換気をする。 

  ③ 接触感染リスクの低減を図るため、避難者の動線から手が触れる場所を特



2 

定（ドアノブ、椅子の背もたれ、電気のスイッチ、筆記具、記載台等）し、

消毒を実施する。この際、ドアを常時開放、消灯しない等により手が触れる

回数を減らす工夫も検討すること。ただし、ドアを常時開放するときは、突

風で勢いよく閉まったりしないようドアストッパー等でドアを固定するこ

と。また、消毒に使用したティッシュペーパーはビニール袋に入れて密閉し

て縛ること。 

  ④ 発熱等体調不良の避難者の避難に備え、別室やパーテーションで囲んだ隔

離スペースの準備をする。パーテーションでスペースを確保する場合には、

他の避難者の動線、距離、通風（風下に設置すること）に十分留意すること。 

  ⑤ 各種掲示物を避難所入口付近に掲示する。 

  ⑥ 記載コーナーを設置する。 

  

（２）避難者の受付時 

  ① 体温計測を実施する。また、健康チェックシート（資料２）により健康状

態の確認を実施する。発熱症状に「はい」がある場合は（２）③の対応を行

う。なお、避難が長期になる場合は、避難者毎に体温チェック表（資料４）

を配付し、朝、昼、夜の３回体温計測及び健康チェックを行い、その結果を

記録してもらう。 

  ② 世帯毎に避難者名簿（資料３）の記載を求める。この際、記載された情報

は（感染者が発生した場合等）必要に応じて保健所等に提供される場合があ

ることを避難者に説明する。 

  ③ 万一、体調不良の避難者の避難があった場合は、自動車で来た避難者は自

動車に、それ以外の避難者は隔離スペースに誘導し、問診票（資料５）によ

る聞き取りを行った後、災害対策本部に連絡し、本部の指示を受ける。 

  ④ 各種掲示物（資料６）を活用し、避難者に咳エチケット、マスク着用、手

洗い・手指の消毒等の徹底、２メートル以上可能な限り距離を置いて座るこ

と等、「３密」の回避の徹底（避難所の快適さよりも「３密」回避を優先す

ること）を十分説明する。 

  ⑤ 避難者が受付に集中した場合は、１メートル以上の距離をとって並ぶよう

に注意する。 

  ⑥ 避難者が多数あると予想される場合は、避難者の誘導、通路・距離の確保

等が徹底できるよう、養生テープを床面に貼るなどして受入準備を行う。 
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（３）避難者受付後、避難所閉鎖まで 

  ① 常時換気を行わない場合は、こまめに（３０分に１回以上、全開で５分程

度）換気を行う。 

  ② 避難者の接触行動により、（避難者が不快に感じない程度に）追加の消毒

作業を実施する。 

  ③ 消毒液に余裕があれば、トイレ付近にも消毒液を設置する。 

  ④ 可能な範囲でトイレの汚れを確認し、必要に応じて清掃・消毒する。 

 

（４）避難所閉鎖後 

  ① 設置物、掲示物を撤去する。 

  ② 消毒を行った場所を再度消毒する。 

  ③ 使用した借用物を元の場所に返却する。 

 

 

 

 



※

※

※

※

①

②

④ ① ②

③

　消毒液

④ ⑤

地区班員は通路を見通せる
位置で待機。

体育館の扉は全開が原則。
風雨が激しい場合は閉めて
30分毎に全開して換気する。

⑤

③

資料１

避難者に、検温を実施し、健
康チェックシート（資料２）の
各項目について聞き取りを
行う。

健康チェックシートの項
目に該当がある場合は、
パーテーションへ誘導
（可能であれば、外ルート
を使う。）し問診票（資料
５）による聞き取りを行
う。

聞き取り後、直ちに本部
に連絡をし、指示に従う。

　（自動車で来ている避
難者は自動車で待機して
もらう。）

検温
健康ﾁｪｯｸ

避難者に記載コーナーと避
難者名簿（資料３）を記載し
てもらう。

避難者名簿の記載が終った避難者は、可能な
限り離れた場所に移動してもらう。

避難所レイアウト（例）

パーテーション

通路にあらかじめ養生テープ
を貼り、動線を分け、列の間
隔をコントロールする。

椅
子

ステージ

記載コーナー

入口付近に注意事項（資料
６）を掲示し、避難者に理解
を求める。

書類の手渡しは基本的に行
わない。

2m 

2m 

2m 



 

健康チェックシート 
 

           

① 

３７．５℃以上または、 

平熱より１℃以上高い発熱はありますか 

はい ・ いいえ 

② 息苦しさがありますか はい ・ いいえ 

③ 咳やたんがありますか はい ・ いいえ 

④ 全身倦怠感はありますか はい ・ いいえ 

⑤ 味や匂いを感じられない状況ですか はい ・ いいえ 

 

※①に「はい」がある場合には、別途聞き取りを実施します。 

※①が「いいえ」で、②から⑤のいずれかに「はい」がある場合には、定

期的に体温測定を行い、①が「はい」となる時は、速やかに職員まで申

し出てください。 



 

【様式６：避難者名簿】 

避難者
ひ な ん し ゃ

名簿
め い ぼ

 
       （                 ）避難所

ひ な ん じ ょ

 

 

記載された情報は（感染者が発生した場合等）必要に応じて保健所等に提供される場合がありますので、 

あらかじめご理解ください。 

入所日 
令和  年  月  日 

住所 

 

電話番号 

 
氏名(ふりがな) 性別 年齢 町内会名 

 

 

世帯主 
   家屋の 

被害状況 
全壊 半壊 一部損壊 

家 族 

 

 

  

親族などの連

絡先 

住所 

氏名 

電話 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

  
 

支援区分 

 

□ 避難所への入所希望   

 

 

  □ 在宅のまま避難所サービスの

利用を希望 

安否の問い合わせがあったときに、答えてもよろしいか。 はい      いいえ 

緊急 

連絡先 

氏名 住所 

 

電話番号 

退所時 
退所日 退所先住所 電話番号 

 

退所先の問い合わせがあったときに答えてもよろしいか。 はい    いいえ 

ご家族に病気などの特別な配慮を必要とする方がいるなど、注意点があればお書きください。 

 

備考（この欄には記入しないでください） 

 

避難所の市地区班員及び被災者管理班は、避難者の受付時または避難者を避難スペースに誘導した後に【避

難者名簿】を配布し、原則として世帯ごとに記入を依頼し、回収します。 

● 必要であれば、記入を手伝ってください。（体調が悪い方、目の悪い方、外国人など） 

● 避難者名簿の記載内容は、個人情報ですから、取り扱い、保管は厳重に注意してください。 

● 退所時にも、必ず届け出てもらうよう、周知してください。 

 

資料３ 



氏名

★毎日、体温を１日３回計測し、症状の有無についても記入してください。

★以下の症状がある場合は、避難所担当者にご相談ください。

　　○３７．５度以上または、平熱より１℃以上高い発熱がある

　　○息苦しさ（呼吸困難）、強いだるさ（倦怠感）などの強い症状がある

　　○高齢者や糖尿病、心不全等の基礎疾患がある人で、発熱や咳等の比較的軽い風邪症状がある

月日

時間 朝 昼 夕 朝 昼 夕 朝 昼 夕 朝 昼 夕 朝 昼 夕 朝 昼 夕 朝 昼 夕

体温（℃）

咳 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有

息苦しさ 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有

強いだるさ 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有

関節筋肉痛 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有

月日

時間 朝 昼 夕 朝 昼 夕 朝 昼 夕 朝 昼 夕 朝 昼 夕 朝 昼 夕 朝 昼 夕

体温

咳 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有

息苦しさ 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有

強いだるさ 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有

関節筋肉痛 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有 無・有

体調チェック表

治療中の病気

内服薬の有無

無　・　有　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

無　・　有　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

/

/ / / / / / /

/ / / / / /

 



資料５

　　　　避難所

ふりがな

氏　　名

生年月日 年齢
　

歳

基礎疾患

　　　　　　⇒解熱剤は飲みましたか

倦怠感

味覚・臭覚

嘔気・嘔吐

下痢

２週間以内に、新型コロナ感染者との接触
はありましたか？

はい　　　　・　　　　いいえ

　　・　無症状

　　・　症状有り ・発熱　⇒　　　℃　（　　月　　日頃から　　日間）

　　　　　　　　　　　　・その他症状（　　 　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　 　　・誰が？（　　　　　　　　　　　　）

　　・　同居家族なし

いつから発熱がありますか
（37.5℃以上、または平熱より1℃以上高い発熱）

はい　　　　・　　　　いいえ

はい　　　　・　　　　いいえ

はい　　　　・　　　　いいえ

はい　　　　・　　　　いいえ

はい　　　　・　　　　いいえ

はい　　　　・　　　　いいえ

　大　・　昭　・　平　・　令　　　　　年　　　　　月　　　　　日生まれ

問診票

　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　℃

性別 男　・　女

呼吸器系 はい　　　　・　　　　いいえ

体温

息苦しさがありますか

少し動くと息が上がりますか

胸の痛みがありますか

月　　　　日　　　　時頃から　　　　日間

　飲んでいない　・　飲んだ（　　月　　　日　　　時頃）

その他

令和　　　年　　　月　　　日

鼻水・のどの痛み・頭痛・関節筋肉痛など
その他の気になる症状

無　　・　　有　（　　　　　　　　　　　　　）

同居家族の健康状態は？

治療中の病気はありますか 無　　・　　有　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

味や臭いの感じにくさはありますか

嘔吐や吐き気はありますか

下痢はありますか

はい　　　　・　　　　いいえ

はい　　　　・　　　　いいえ

肩で息をしたり、ゼーゼーしていますか

咳や痰がありますか

起きているのがつらいような、
　　　　　　強いだるさがありますか

発熱



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・隣の人とは、２メートル以上離れて過ごしましょう 

 “ソーシャルディスタンス” 

・マスクを着用しましょう 

 ※熱中症防止に気をつけつつ着用しましょう 

・ドアノブ等の共有部分に触れた後は、手洗い、消毒を徹底

しましょう 

・毎日、体温・体調チェックをしましょう 

※発熱や体調が悪くなったら、避難所担当者に連絡をしま

しょう 

・食事時も密を避けましょう 

・ごみは、各家庭ごとにまとめ、空気を抜いた上でしっかり

と口を閉じましょう 

 

 

 

・換気のため 30分おきに窓や扉を全開します 

・共有部分の消毒を実施します 

・外部の面会者の避難所内への入室はできません 

 ※避難所外でお願いします 

新型コロナウイルス感染症の感染防止に

ご協力を お願いします！ 
 

避難所での過ごし方 

避難所運営へのお願い 



 





 



資料７

saigaitaisaku
長方形





 

防災用テントイメージ 

 

 

 

 

 


